
甘酒

で
あ
る
。

（
四
六
判
　
二
七
五
頁
　
一
九
八
か
年
六
月

東
京
大
学
出
版
会
　
一
八
○
○
円
）

　
　
　
　
（
朝
治
啓
三
　
京
都
大
学
研
修
員
）

高
橋
　
理
著

『
ハ
ソ
ザ
同
盟
』

　
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
ハ
ソ
ザ
の
研
究
は
増
［

田
四
郎
、
高
村
象
平
両
氏
の
先
駆
的
な
業
績
に
加

え
て
、
一
九
七
三
年
に
は
関
谷
清
氏
の
塩
瀬
な
る

初
の
通
史
『
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ザ
史
序
説
』
を
得
て

い
る
。
さ
ら
に
近
年
の
こ
の
分
野
に
お
け
る
個
別

研
究
の
潔
し
い
進
捗
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
当
然
な

が
ら
こ
こ
で
こ
う
し
た
研
究
を
ふ
ま
え
た
す
ぐ
れ

た
啓
蒙
書
の
刊
行
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

本
書
の
著
者
、
高
橋
理
氏
は
初
期
ハ
ソ
ザ
商
業
を

テ
ー
マ
に
地
道
な
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
エ
キ

ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、
か
か
る
啓
蒙
書
の
著
者
と
し

て
は
最
適
で
あ
る
。

　
本
書
の
構
成
と
内
容
は
大
略
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
一
　
ハ
ソ
ザ
の
前
史
、
で
は
ド
イ
ツ
商
人
の

バ
ル
ト
海
進
出
、
そ
し
て
ハ
ソ
ザ
の
出
発
点
と
も

い
う
べ
き
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
建
設
を
述
べ
、
2

商
人
ハ
ソ
ザ
の
蒔
代
、
に
お
い
て
は
ハ
ン
ザ
史
の

前
半
、
即
ち
一
二
～
一
四
世
紀
中
頃
の
ゴ
ー
ト
ラ

ン
ト
を
拠
点
と
す
る
バ
ル
ト
海
商
業
や
北
海
商
業

に
活
躍
し
た
遍
歴
商
人
の
特
権
的
団
体
と
し
て
の

ハ
ソ
ザ
の
蒔
代
を
論
ず
る
。
3
　
都
市
ハ
ソ
ザ
の

成
立
、
で
は
帝
国
都
市
と
し
て
の
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク

の
発
展
と
バ
ル
ト
海
沿
岸
へ
の
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
系

諸
都
市
の
建
設
、
ヴ
ェ
ン
ト
都
市
を
中
心
と
す
る

自
然
発
生
的
な
都
市
連
合
の
形
成
、
即
ち
都
市
ハ

ン
ザ
の
成
立
及
び
一
三
、
四
世
紀
の
フ
ラ
ン
ド
ル

や
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
抗
争
を
通
し
て
の
都
市
ハ
ソ

ザ
の
強
化
、
約
言
す
れ
ば
い
わ
ゆ
る
ハ
ソ
ザ
同
盟

の
成
立
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
4
　
一
四
世
紀

前
後
の
ハ
ソ
ザ
貿
易
、
で
は
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ

ア
、
バ
ル
桑
海
諸
地
域
、
フ
ラ
ン
ド
ル
、
イ
ギ
リ

ス
と
の
ハ
ン
ザ
商
業
の
実
態
が
各
々
の
地
域
の
経

済
的
、
政
治
的
特
性
を
ふ
ま
え
て
述
べ
ら
れ
る
。

5
　
ハ
ソ
ザ
の
機
構
お
よ
び
貿
易
と
都
布
の
態
様
、

は
盛
期
に
お
け
る
ハ
ソ
ザ
の
全
構
造
に
ふ
れ
、
ハ

ソ
ザ
総
会
、
中
央
機
講
、
外
地
商
館
（
コ
ン
ト
ー

レ
）
、
ハ
ソ
ザ
貿
易
の
基
本
的
性
格
等
を
簡
潔
に

か
つ
生
々
と
描
出
す
る
。
最
後
の
二
節
で
は
ゴ
シ

ッ
ク
都
市
リ
ュ
…
ペ
ッ
ク
の
全
体
像
が
鮮
や
か
に

再
現
さ
れ
て
い
る
。
6
　
ハ
ソ
ザ
の
衰
退
、
で
は

一
五
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ド
ル
、
イ
ギ
リ
ス
、

デ
ン
マ
ー
ク
等
の
強
力
な
国
家
権
力
に
よ
る
ハ
ソ

ザ
特
権
の
度
重
な
る
侵
害
、
オ
ラ
ン
ダ
商
人
の
バ

ル
ト
海
進
出
う
こ
れ
に
対
す
る
ハ
ソ
ザ
の
戦
い
、

プ
ロ
イ
セ
ン
都
市
の
ヴ
ェ
ソ
ト
都
市
か
ら
の
離
反
、

ハ
ン
ザ
都
市
の
内
部
矛
盾
、
市
民
闘
争
な
ど
内
部

の
動
揺
、
等
の
ハ
ソ
ザ
に
と
っ
て
の
危
機
的
な
現

象
が
詳
論
さ
れ
、
7
　
ハ
ソ
ザ
の
末
路
、
で
は
諸

地
域
の
政
治
権
力
の
圧
迫
下
で
の
外
地
商
館
の
没

落
と
消
滅
、
新
し
い
同
盟
体
制
に
よ
る
再
蓮
の
試

み
を
述
べ
、
そ
し
て
三
〇
年
戦
争
後
、
一
六
六
九

年
の
ハ
ソ
ザ
総
会
を
最
後
と
す
る
ハ
ン
ザ
の
自
然

消
滅
に
よ
っ
て
本
書
の
叙
述
も
閉
じ
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
本
書
は
ハ
ソ
ザ
通
史
と
し
て
は
、

上
記
の
関
谷
茂
や
P
・
ド
ラ
ソ
ジ
ェ
の
通
史
叔
述

と
ほ
ぼ
同
様
の
無
理
の
な
い
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

し
か
し
他
方
で
筆
者
自
身
指
摘
す
る
よ
う
に
、
リ

ュ
ー
ベ
ッ
ク
史
と
ハ
ソ
ザ
・
イ
ギ
リ
ス
関
係
史
を

叙
述
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
類
書
に
は

な
い
独
自
性
を
そ
な
え
て
い
る
。
ま
た
著
者
は
商

業
史
と
こ
れ
に
か
か
わ
る
対
外
関
係
史
の
考
察
を

中
心
と
し
た
た
め
に
平
板
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た

従
来
の
ハ
ソ
ザ
史
叙
述
の
弊
を
さ
け
る
た
め
、
ハ

ソ
ザ
の
基
本
的
溝
造
を
基
軸
と
し
て
、
そ
の
成
立
、

藩
閥
、
衰
退
を
論
ず
る
こ
と
、
即
ち
分
析
的
視
角

を
も
つ
こ
と
に
心
が
け
て
い
る
。
つ
ま
り
ハ
ン
ザ

は
北
ド
イ
ツ
商
人
資
本
の
共
通
利
害
、
即
ち
リ
ュ
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ー
ベ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る
ヴ
ェ
ソ
ト
諸
都
市
を
結

節
点
と
し
た
バ
ル
ト
海
・
北
海
仲
継
貿
易
の
特
権

的
独
占
、
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
経
済
的
連
合
体
だ

っ
た
の
で
あ
り
、
か
か
る
ハ
ン
ザ
の
本
質
と
構
造

が
五
〇
〇
年
の
長
き
に
亘
っ
て
各
々
の
時
代
と
地

域
の
歴
史
的
環
境
に
規
定
さ
れ
つ
つ
展
開
す
る
過

程
を
把
握
す
る
こ
と
が
ハ
ソ
ザ
史
研
究
の
課
題
な

の
で
あ
る
。

　
さ
て
上
記
の
如
き
共
通
利
害
を
前
提
と
し
な
が

ら
も
、
か
か
る
利
害
の
代
表
た
る
ヴ
ェ
ソ
ト
諸
都

市
と
プ
ロ
イ
セ
ン
都
市
や
ケ
ル
ン
な
ど
の
西
部
ド

イ
ツ
都
市
の
間
の
対
立
は
ハ
ン
ザ
後
期
に
は
顕
著

化
す
る
な
ど
、
諸
都
市
間
の
連
帯
は
意
外
に
脆
弱

で
あ
っ
た
こ
と
は
著
者
も
強
調
す
る
通
り
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
は
第
五
章
で
述
べ
ら
れ
る
ハ
ン
ザ
総
会

の
出
席
都
市
の
少
な
さ
、
中
央
機
構
・
財
政
の
弱

体
性
等
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
著
者
の

指
摘
通
り
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ソ
ザ
同
盟
は
そ
の
末
期

を
除
け
ば
、
現
実
に
は
同
盟
た
る
性
格
を
殆
ど
持

た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
（
但
し
著
者
が
国
際
法

と
い
う
近
代
法
的
概
念
を
用
い
て
、
中
世
を
通
し

て
の
ハ
ン
ザ
の
非
同
盟
的
性
格
を
指
摘
す
る
の
は

首
肯
さ
れ
得
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
）
　
ま
た
上
記
の

如
き
特
権
的
仲
継
商
業
の
独
占
に
固
執
し
、
ハ
ソ

ザ
史
の
終
焉
に
至
る
ま
で
こ
れ
を
守
る
べ
く
奮
闘

し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
リ
ェ
ー
ベ
ッ
ク
で
あ

っ
た
。
ハ
ソ
ザ
史
は
個
々
の
都
市
史
、
商
業
史
の

寄
せ
集
め
で
は
な
い
が
、
関
谷
茂
が
述
べ
る
よ
う

に
「
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
は
一
都
市
以
上
の
も
の
、
即

ち
全
バ
ル
ト
海
、
全
ハ
ン
ザ
」
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
本
書
の
ポ
イ
ン
ト
を
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
史
に
置

い
た
の
は
著
者
の
洞
眼
で
あ
る
。
第
5
章
に
含
ま

れ
る
リ
ェ
ー
ベ
ッ
ク
社
会
の
考
察
は
簡
潔
な
叙
述

の
う
ち
に
ハ
ン
ザ
市
民
の
心
性
を
見
事
に
捉
え
て

い
る
。
ま
た
、
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
に
な
り
が
ち
な
ハ

ソ
ザ
史
叙
述
に
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
厚
み
を
加
え
得

る
も
う
ひ
と
つ
の
要
素
は
、
ハ
ソ
ザ
都
市
の
社
会

構
造
の
分
析
で
あ
る
が
、
本
書
は
中
世
末
期
ハ
ソ

ザ
都
市
の
階
層
的
構
造
の
数
量
的
研
究
の
紹
介
に

も
意
を
用
い
て
い
る
。
　
（
但
し
一
九
五
頁
に
引
用

さ
れ
た
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
の
表
に
付
さ
れ
た
説

明
に
納
税
額
と
あ
る
の
は
、
課
税
財
産
額
－
課
税

所
得
額
で
も
な
い
一
の
誤
り
で
あ
る
。
）
　
こ
の
他

多
く
の
統
計
表
を
用
い
て
考
察
さ
れ
る
対
イ
ギ
リ

ス
商
業
の
展
開
は
本
書
の
圧
巻
で
あ
り
、
薪
書
判

の
域
を
超
え
る
経
済
史
研
究
を
な
す
。

　
K
・
プ
リ
ッ
ツ
ェ
が
述
べ
る
よ
う
に
、
ハ
ン
ザ

の
本
質
の
捉
え
方
は
そ
の
衰
退
の
開
始
期
を
何
時

と
考
え
る
か
に
示
さ
れ
る
と
す
れ
ぼ
、
著
者
が
一

五
世
紀
の
ハ
ソ
ザ
を
、
留
易
上
の
統
計
や
政
治
抗

争
に
お
け
る
一
時
的
成
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
中
世
的
性
格
の
故
に
近
世
的
原
理
の
台
頭
の
前

に
陰
り
を
生
ず
る
時
期
に
あ
る
も
の
と
掘
饗
す
る

と
き
、
著
者
の
ハ
ソ
ザ
の
本
質
理
解
と
ハ
ソ
ザ
史

叙
述
は
正
確
に
噛
み
合
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

著
者
は
ハ
ソ
ザ
衰
退
の
主
要
因
を
近
世
的
（
国
家

的
）
原
理
1
1
外
圧
に
求
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
穏

当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
但
し
著
老
も
述
べ
る
よ

う
に
滅
亡
に
む
か
っ
た
の
は
都
市
で
も
貿
易
で
も

な
く
、
中
世
的
都
市
連
合
と
し
て
の
ハ
ソ
ザ
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
耳
慣
れ
た
呼
称
と
は
裏
腹
に
そ
の
実
態
が
一

般
に
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
・
ハ

ソ
ザ
に
つ
い
て
、
か
か
る
高
水
準
の
啓
蒙
書
を
公

に
さ
れ
た
著
者
、
高
橋
理
氏
の
労
を
多
と
し
つ
つ

筆
を
欄
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
（
新
書
判
　
二
九
七
頁
　
　
九
八
○
年
九
月

　
　
　
　
教
育
社
　
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
服
部
良
久
　
天
理
大
学
講
師
）
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